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今月の
表紙

４月14日、矢掛中学校と矢掛高校の生徒たち約20人が、アウトドアヴィレッジやかげ内
の JAのカフェ（Caffè dell’Orto）で黒板アートを制作しました。
新施設の誕生をPRしようと、矢中・矢高合同部活動の一環で行われたもの。宿場町の町並
みやイタリア野菜などをあしらった矢掛町ならではのデザインが利用客を歓迎します。

矢中生・矢高生が共同制作
― アウトドアヴィレッジやかげに黒板アート ―
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おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます Congratulations

男子100m平泳ぎで優勝、国際エージグループ選手権

　競泳の国際エージグループ選手権（３月17日～22日）がシンガポールで行われ、矢
掛中３年の平井良尚さんが男子平泳ぎ100mの金メダルをはじめとした計５個のメダル
を手にしました。
　初の国際大会への出場にもかかわらず、100m平泳ぎ、200m平泳ぎで中国中学新記
録をマーク。３月31日には町役場で報告会が行われ、 平井さんは「自分らしいパフォー
マンスが結果につながって良かった。今後は更なる記録更新をねらいたい」と意気込み
を話しました。
　平井さんは４月から矢掛高校に進み、世界の舞台で活躍できる選手を目指して競技を
続けています。

国際大会で好記録が続々

矢掛中学校3年生　平井　良尚 氏

第７次矢掛町振興計画を策定
　令和 8年度から令和17 年度までの10年間のまちづくりの羅針盤となる「第７次矢
掛町振興計画」を策定しました。

　矢掛町では、近年、基幹産業である農業振興をはじめ、江戸時代の情緒を残す歴
史的町並みを観光資源として活用し、新たなまちづくりを進めています。この取り
組みは、観光客数や新規出店数の増加をみても、顕著な成果が表れ始めており、
交流人口や関係人口の増加、本町の認知度や幸福度の向上、経済的な効果として、
まちの活性化に大きな役割を果たすようになりつつあります。
　こうした取り組みの方向性を維持しつつ、更なる成長を目指すためには、さまざ
まな分野で進化を続けることが求められます。また、豊かな自然環境や支え合いの町民文化、多
様性を受け入れる風土といった本町の魅力を守り続け、未来を担う子どもたちに受け継ぐことも求められていま
す。
　町民の皆様から寄せられた多くの想いや希望を大切にし、少子高齢化や人口減少による厳しい社会状況を乗り
越え、これからの10年でさらに魅力的なまちとして成長し続け、未来へつながる矢掛町を創造していきます。

進化を続けて成長するまち
まちの将来像

５つの基本目標

■問企画課企画係　☎（82）1057
企業版ふるさと納税　寄付企業紹介

　企業版ふるさと納税は、地方公共団体の地方創生に関する取り組みに対して、企業の皆様からご寄付いただく
制度です。
　令和７年度は11社の企業から企業版ふるさと納税の寄付をいただきました。町の取り組みに対しご理解・ご支
援いただき、ありがとうございました。今後も活力あるまちづくりのため、ご賛同いただける企業の皆様からの
寄付を募集します。詳しくはお問い合わせください。　

活用内容の例
矢掛高校魅力化事業

資源を生かした観光力強化
　　　　　など

・アサヒ物産株式会社（兵庫県）
　　代表取締役　　　大西　能久　様
・株式会社カイタックホールディングス
　　代表取締役　　　貝畑　雅二　様
・株式会社ホーコク
　　代表取締役社長　宮本隆太郎　様

●ご寄付をいただいた企業様（公表同意企業様のみ）　　　　　※寄付年月日順
　・坂本産業株式会社（笠岡市）
　　　代表取締役社長　坂本　修三　様
　・株式会社大塚商会（東京都）
　　　代表取締役社長　大塚　裕司　様
　・ＯＥＣ株式会社（岡山市）
　　　代表取締役社長　佐藤　俊治　様

基本目標１ 元気に暮らせる健康長寿のまち

基本目標２ 安全・安心で心地よいまち

基本目標３ 歴史・文化のかおる教育のまち

基本目標４ 活力ある産業が「交流」を生むまち

基本目標５ 個性が輝く協働のまち

　「まちの将来像」と「５つの基本目標」
に込めた思いを表現するシンボルとし
て生成 AI によりロゴマークを作成し
ました。

　自然や農業、技術
や進化を表現すると
ともに、地域の大切
なものを守りながら、
常に向上心を持って
挑戦しようとする「ま

ちの姿勢」を象徴し、多様性を尊重し
つつ未来へ向かって止まることなく「進
化（EVOLVING）」し、「成長（GROW
ING）」し続ける意志を示しています。

2令和８年５月号

令和 7年度 ふるさと納税実績報告
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　令和 7年度はふるさと納税として約 7万 2千人から約11億 3,707万円のご寄付をいただきました。
多くのご支援をありがとうございました。

■問財政課財政係　☎（82）1055

（万円）

令和８年度寄付金活用予定事業
　令和８年度も引き続きふるさと納税事業に積極的に取り組みます。寄付金
はさまざまな事業に活用させていただく予定です。
　　主な活用内容（予定）　
■�子育て支援
　 子ども医療費給付、修学旅行費補助

金、矢中矢高合同部活動
■�高齢者福祉
　福祉タクシー助成、ふれあいバス運行
■�産業振興
　空き家活用新規創業支援事業
■スポーツ・芸術文化振興
　運動公園施設整備

■�町並み保存
　伝統的建造物群保存地区保存事業補助
■�協働のまちづくり
　 防犯カメラ設置、まちピカ応援事業
■�小中学校支援
　小中学校 ICT 教育支援
■矢掛高校支援　矢掛高校魅力化事業
■�その他
　�定額タクシー助成、健康ポイント事業

住みたい田舎ベストランキング
住みたい田舎ベストランキング

20262 「シニア世代部
門」で全国2位「シニア世代部
門」で全国2位

　これは、株式会社宝島社が移住・定住の促進に積極的に取り組む全国の市町村を対象に行った、移住
支援策、医療、子育て、自然環境、就労支援、移住者数など全336項目のアンケート結果によりランク
付けされたものです。
　近年、全国から多くの視察を受け入れている矢掛町。幅広い分野における施策の充実が当ランキング
でも高く評価されました。

　日本で唯一の「田舎暮らし」専門月刊誌で、「住みたい田舎ベストランキング」が発表され、矢掛町
が「人口１万人以上の町ランキング（シニア世代部門）」で全国２位を獲得しました。
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■問教育課学校教育係　☎（82）1080
小中学生の修学旅行費を補助　～子育て支援と金武町との交流促進～

　小中学校等で実施する修学旅行に要する経費の一部を補助することにより保護者の経済的負担を軽減するとと
もに、沖縄県金武町とのフレンドタウンシップ協定に基づく相互交流を深めることを目的に「矢掛町修学旅行費
補助金制度」を開始しました。

フレンドタウン・金武町との交流促進、助成制度を新設
■問企画課企画係　☎（82）1057

　フレンドタウンシップ協定に基づく住民の交流促進と相互の発展を目的として、沖縄県金武町への旅行費用の
一部を助成します。
●助成対象者
　・満３歳以上の人で、町内在住または在勤の人
　・沖縄県金武町へ旅行する人で、金武町へ宿泊また
は金武町を訪問する人

●助成額（対象者１人当たり）
　・金武町へ宿泊する人 12歳以上　　20,000円

３歳以上12歳未満　　15,000円
　・金武町を訪問する人 12歳以上　　15,000円

３歳以上12歳未満　　10,000円

●申請等
　・旅行出発の７日前までに助成金の認定申請が必要
です。

　・旅行終了後、必要書類を添えて助成金を交付申請
してください。

●補助対象者
　⑴町内に住所を有し、矢掛町立小中学校に在籍する
児童生徒の保護者

　⑵町内に住所を有し、町外の小中学校等に在籍する
児童生徒の保護者

●補助対象経費
　修学旅行に要する交通費、宿泊費、見学料など

●補助金額
　・小学校に在籍する児童の保護者・・・

児童１人につき　5,000円
　・中学校に在籍する生徒の保護者・・・

生徒１人につき10,000円
　・修学旅行の行程に沖縄県金武町への滞在が含まれ
る場合、上記金額にそれぞれ10,000円を加算

●補助金の申請期限
　修学旅行を実施した日の属する年度の２月末日

空き家バンク・空き家改修補助金の対象拡大
■問企画課地域振興係　☎（82）1057

　町民の皆さんも「空き家バンク」を利用できるよう
になりました。町内の住み替えなどを検討する際の物
件探しや利用登録ができます。
●年間実績
•売買などの成約数　　年間20～30件程度
※交渉や契約等は当事者間で行ってい
ただきます。詳細情報や見学には「利
用者登録」が必要です。

　空き家バンク登録物件の不要物の撤去や改修等に使
える補助金です。
　登録時に行う改修や、売買契約等の後に行う改修も
補助対象となります。
●補助額
　対象経費の１／２以内
●補助上限額
　100万円／物件
　※その他、要件などがあります。

町民の皆さんも利用対象に

　町では、空き家等の利活用と移住定住を促進するため「矢掛町空き家バンク」を運営しています。
　令和８年度から、定住促進を図るため町外からの移住者だけでなく、町民の皆さんも「利用希望者」および「補
助対象者」として活用できるようになりました。登録方法や物件情報は、町移住支援サイトをご覧ください。

空き家バンク 空き家改修補助金（最大100万円）

↑移住支援サイトは
こちらから

役場の来庁者駐車場を拡張しました
■問財政課管財係　☎（82）1055

　来庁者駐車場を新たに矢掛会
館（矢掛公民館）東側に整備し
ました。庁舎前の駐車場が満車
の場合や矢掛会館へお越しの際
は、こちらの駐車場をご利用く
ださい。

小学校

役場

来庁者
駐車場

老人
センター

改善
センター

矢掛
会館

新
駐車場
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空き家バンク・空き家改修補助金の対象拡大
■問企画課地域振興係　☎（82）1057

　町民の皆さんも「空き家バンク」を利用できるよう
になりました。町内の住み替えなどを検討する際の物
件探しや利用登録ができます。
●年間実績
•売買などの成約数　　年間20～30件程度
※交渉や契約等は当事者間で行ってい
ただきます。詳細情報や見学には「利
用者登録」が必要です。

　空き家バンク登録物件の不要物の撤去や改修等に使
える補助金です。
　登録時に行う改修や、売買契約等の後に行う改修も
補助対象となります。
●補助額
　対象経費の１／２以内
●補助上限額
　100万円／物件
　※その他、要件などがあります。

町民の皆さんも利用対象に

　町では、空き家等の利活用と移住定住を促進するため「矢掛町空き家バンク」を運営しています。
　令和８年度から、定住促進を図るため町外からの移住者だけでなく、町民の皆さんも「利用希望者」および「補
助対象者」として活用できるようになりました。登録方法や物件情報は、町移住支援サイトをご覧ください。

空き家バンク 空き家改修補助金（最大100万円）

↑移住支援サイトは
こちらから

役場の来庁者駐車場を拡張しました
■問財政課管財係　☎（82）1055

　来庁者駐車場を新たに矢掛会
館（矢掛公民館）東側に整備し
ました。庁舎前の駐車場が満車
の場合や矢掛会館へお越しの際
は、こちらの駐車場をご利用く
ださい。

小学校

役場

来庁者
駐車場

老人
センター

改善
センター

矢掛
会館

新
駐車場
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アウトドアヴィレッジやかげ OPEN!!
■問アウトドアヴィレッジやかげ（矢掛町里山田952番地14）　☎（84）1515

矢掛町

ご入会はモンベル矢掛店でご入会はモンベル矢掛店で

矢掛町

町民の方はモンベルクラブの年会費がお得に

矢掛町民の方は
通常年会費 円が

￥￥ （税込）

ほかにも全国2,300以上の提携施設での優待・会員限定のイベントへの招待など特典いっぱい　詳細はこちら▶

円

お買い物などで

ポイントが

貯まる・使える

「選ばれる町へ」、包括連携を推進

　4 月28日、小田川河川敷に、新たな賑わいの拠点となる「アウトドアヴィレッジやかげ」がオー
プンしました。
　ユニットキャンプや小田川での水上アクティビティ、アウトドアショップ（モンベル矢掛店）、
イタリア野菜を使った飲食店（Caffè dell’Orto）などが楽しめるアウトドア複合施設です。
　小田川や嵐山の自然をより身近に感じながら、アウトドア活動を楽しんでみませんか？

矢掛町矢掛町  ××矢掛町 ×

　町は、令和 4 年 8 月に
株式会社モンベルと包括
連携協定を結びました。
この協定は、アウトドア
活動の促進を通じた地域
の活性化と町民生活の質
の向上を目指すものです。
　アウトドアヴィレッジやかげを通じた交流人口の増
加を目指すだけでなく、この協定に基づき、環境保全、
教育、防災、農業、福祉など、多岐にわたる分野で連
携を深めていきます。

連携事項
１ 自然体験の促進による環境保全意識の醸成
２ 子どもたちの生き抜いていく力の育成
３ 自然体験の促進による健康増進
４ 防災意識と災害対応力の向上
５ �地域の魅力発信とエコツーリズムの促進による
地域経済の活性化

６ 農林水産業の活性化
７ 高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進



健康やかげポイント事業、参加者募集
■問健康推進課（保健センター内）　☎（82）1013

　令和７年度は453人に参加していただきました。
　令和８年度はアプリも一新してより使いやすくなりました。健康は、毎日の積み重ね、数年
単位で積み上げる財産です。健康づくりの一貫として、健康やかげポイント事業に参加しませ
んか？
　事業後に行ったアンケートでは、多くの人が歩くきっかけができたと回答しています。食生
活も見直すようになったり体重の計測頻度が増えたりと自分の健康に興味関心が持てるような
結果が出ています。
　参加方法など詳しくは町ホームページをご覧ください。

成人歯科健診について  ６月４日～６月10日は「歯と口の健康週間」です
■問健康推進課（保健センター内）　☎（82）1013

●対 象 者　　20～ 70歳
※これまでは40～70歳の人でしたが、
対象者を拡大しました

●料　　金　　700円
●期　　間　　５月～11月末
●申込方法　　（受診券をお持ちの人）

直接、町内歯科医院にお申し込みく
ださい。
（受診券をお持ちでない人）
健康推進課（保健センター内）で受
診券の発行を受けた後、町内歯科医
院にお申し込みください。

＜歯科健診を受けるメリット＞
•口のなかに関する異常（むし歯や歯周病など）を早
期に見つけられる
•歯みがきでは取り除けない歯石や歯垢を除去できる。
•歯みがき指導をしてもらえる。

高齢者肺炎球菌ワクチン接種
■問健康推進課（保健センター内）　☎（82）1013

　令和 8 年 4 月 1 日から、国の制度変更に伴い20価ワクチンが定期接種対象ワクチンとなりました。予防効果
が従来のワクチン（23価）よりも高いとされています。任意接種についても20価ワクチンのみ助成対象となり、
それぞれ負担額も変わります。

任　意　接　種

66 歳以上の人

定　期　接　種

①接種日時点で 65歳の人
②60歳以上65歳未満の人であって、心臓、
腎臓もしくは呼吸器の機能、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障害があり、
医師が予防接種を必要と認めた人

助成額 5,800円を差し引いた金額自己負担額　3,500円

•接種前に本人確認書類を持参の上、健康
推進課で手続きを行ってください。発行し
た助成券をもって町内医療機関で接種して
ください。

•事前申請は不要です。医療機関へ直接予
約してください。
•対象者の中で、生活保護受給者は無料。
接種前に本人確認書類を持参の上、健康推
進課で手続きを行ってください。

•町内医療機関•町内医療機関
•岡山県相互乗り入れ制度参加医療機関

対　　　象

接 種 費 用

手　続　き

実施医療機関

Information
まちからの

お知らせ

　定期的に
歯科医院でプロ
ケア（歯石の除去
など）を受けていな
い人も、年に１度
は歯科健診を受
けましょう。

※任意接種は、すでに定期接種として肺炎球菌ワクチンの助成を受けたことがある人は対象外です。
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公会堂等集会施設備品整備事業補助金を拡充しました
■問町民課住民生活係　☎（82）1011

　地域コミュニティ活動の更なる振興と活性化を図るため、町内会等が設置する公会堂等集会施設の備品整備に
係る補助金を拡充しました。エアコンを新たに設置する場合、補助率を１／2 以内から 8／10 以内に引き上げ、
補助限度額を50万円から100万円に引き上げました。
⚫対象事業　次の要件をすべて満たすもの
•机、椅子など、矢掛町公会堂等集会施設備品整備
事業補助金交付要綱に記載されている物品
•取得予定価格が５万円を超え、かつ、性質または
形状を変えることなく長期間の使用に耐える物品
で、公会堂等集会施設に備え付けて使用するもの
•原則、町内業者から取得すること（据付けを含む）

⚫対象事業費
　公会堂等集会施設の備品の整備に要する経費
⚫補助金額
　�補助率　対象事業費の１／２以内
　（エアコンを新たに設置する場合、8／10以内）
　�補助限度額　100万円

e c o
communication ■問町民課環境エネルギー係　☎（82）1011

家庭用省エネルギー設備の導入には補助制度があります
　地球温暖化対策として、町内の住宅（自
己所有 ･自己居住のための住宅）等への
省エネ設備を導入する人へ補助金を交付
します。
　詳細は、町ホームページをご確認くだ
さい。
※工事をする前に申請が必要です。（工
事着手後の申請は受付できません）
※町が設けている他の補助制度との併用
はできません。
※申請が予算額に
達した時点で終了
となります。

　町では、水質や土壌の異常が発生していないかの調査の
ため、また、異常が疑われるときや、異常が発生したとき
のバックデータの収集のため、毎年、町内各所で水質検査
と土壌検査を行っています。
　令和７年度の調査では、すべての地点で異常はありませ
んでした。
　今後も安全・安心なまちづくりのために水質・土壌の保
全を行っていきます。

対　象　設　備 設 備 の 例 補助率
等

補助金
上限額

高効率給湯器 エコキュート /エコジョーズ /
ハイブリッド型給湯器ほか 1/10 12万円

窓　　断　　熱 複層ガラス化、内窓設置ほか 1/10 15万円

蓄　　電　　池 リチウムイオン蓄電池 /エネフ
ァーム 1/10 15万円

電気自動車（EV) ※軽ＥＶに限る 1/10 15万円

E V 充 電 器 普通充電器に限る 1/10 ６万円

Ｖ２Ｈ充電設備
電気自動車等への充電および電
気自動車等から建物への電力供
給が可能な充電設備

1/10 15万円

町内河川等の水質・土壌
検査の実施結果について

N

①鬼ヶ岳ダム（夫婦橋）

③鬼ヶ岳ダム（放流水）
④烏頭川

⑲大倉川

㉗滝寺川

⑰金山谷川

⑱大渡川（上流）

②鬼ヶ岳ダム（貯留水）

㉕林田川（下流）
㉖小田川（観音橋）

㉘水路
㉙井戸 ㉚水路

⑤羽無川 ⑥久谷川

⑦奥田川（上流）

⑭大谷川（上流）
⑮大谷川（下流）

㉓小田川（新栄橋）

⑳星田川（上流）

㉒星田第２ダム南 ⑩宇角川（下流）

㉔林田川（上流）

㉑星田川（下流）

奥迫地内
（⑪西側⑫東側⑬井戸）

⑨宇角川（上流）

⑧奥田川（下流）

⑯小田川（福頼橋）

凡　例
水質検査箇所
土壌検査箇所
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助成金を交付します

●交付対象者
　町内の農地に対し、3年以上の農地中間管理権を設定した、町内の農地耕作者（法人は
本店または主たる事務所を町内に有する）
※町へ無届で農地を耕作している場合は対象外です。
●助成金額等
 ・以下の10ａあたりの単価に、助成対象農地の合計面積を乗じて算出します。

 ・ほ場整備未整備地等、耕作条件不利地については、単価を 1.5 倍とします。

■問産業観光課農林振興係　☎（82）1016

るため、農地流動化助成金を交付します。　
　助成金の交付対象者には町から別途案内を送付します。

　農地の流動化による経営規模の拡大を促進するとともに、農地の荒廃を防止し、農業の中核的担い手を育成す

農業振興対策基金を 活用した事業を紹介

期　　間 農地中間管理権
（新　規）

農地中間管理権
（再 設 定）

3年以上6年未満

6年以上10年未満

10年以上

2,000円

5,000円

20,000円

1,000円

2,500円

10,000円

農地を借りて耕作されている人に、助成金を交付します農地を借りて耕作されている人に、助成金を交付します補助金を交付します
　先人たちが脈々と伝承してきた干柿の生産振興を図るため、町内で干柿を生産し、販売している農家等に対し
て補助を行います。
　令和８年中の販売額に応じて補助を行いますので、令和８年分の申告資料等を添付して、令和９年３月15日ま
でに提出してください。
●交付対象者等
•町内に住所を有する者で、第三者に干柿等を販売し
ている農業者（法人）および集落営農組織。法人お
よび集落営農組織は本店または主たる事務所を町内
に有する者。

•個人では、令和８年分の申告書の写し、所得税青色
申告決算書または白色申告収支内訳書の写しを提出
してください。法人の場合は、令和８年中の販売額
がわかる決算報告書等の農業収入が確認できるもの
を提出してください。

●補助金額
　町内で生産された干柿の販売額の1/10以内（干柿の
加工品を含む）

干柿を販売する農業者に、補助金を交付します

補助金を交付します
　町の特産品である小菊の生産振興を図り、次世代へ特産品の農産物を継承するため、町内で新たに小菊を栽培
する人へ補助を行います。
●交付対象者
　町内に住所を有する者で、矢掛町小菊生産組合に新
たに加入する新規栽培者かつ申請時以降も小菊栽培
を継続する意思を有している者

●補助金額
　町内で小菊栽培初年度に係る補助対象経費の1/2以内
　（対象経費：種苗購入費、農業資材購入費）

町内で新たに小菊を栽培される人に、補助金を交付します

●補助内容

鳥獣侵入防止柵の設置補助金を交付します
　イノシシ等による農作物の被害対策のため、鳥獣侵入防止柵（電気柵・ワイヤーメッシュ）の設置資材の補助
を行います。なお、今年度から電気柵の草刈作業の負担軽減のために併設する除草シート等への補助を開始しま
したので、あわせてご検討ください。

●補助要件
•矢掛町で農業生産を主たる業務として活動する団体
等で、原則矢掛町に住所を有すること。
•２戸以上の受益戸数がまとまって、一団の農地概ね
3,000 ㎡以上を囲うこと。
•囲う農地が現に耕作されていること。
•地元住民で柵の設置・管理を行い、周辺の草刈り等
の環境整備を合わせて行うこと。
•耐用年数期間内（電気柵：８年間、ワイヤーメッシ
ュ柵：14 年間）は集落で協力して設置・維持管理を
行う必要があります。この期間を経過するまで、柵
の廃棄や更新（地元負担）はできません。

●申請方法
　まずは設置予定の侵入防止柵等について、産業観光
課へご相談ください。内容を確認し、該当となる場
合は、交付申請書に必要事項を記入の上、提出して
ください。

農作物被害にお困りの人に、鳥獣侵入防止柵の設置補助金を交付します

事 業 種 目 補　助　率 備　　　　　　　考

侵入防止柵 資材費の 1/2 以内
（最大 20万円）

•侵入防止柵の導入は新設が対象です。過去に補助を受けた柵の更新
や修繕は対象外です。

除草シート等 資材費の 1/2 以内
（最大５万円）

•この補助金または過去の補助金で導入した耐用年数期間内（8 年）の
電気柵の草刈作業の負担軽減のための除草シート等に限ります。
•過去に補助事業等で導入した除草シート等の更新や修繕は対象外で
す。

新規
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助成金を交付します

●交付対象者
　町内の農地に対し、3年以上の農地中間管理権を設定した、町内の農地耕作者（法人は
本店または主たる事務所を町内に有する）
※町へ無届で農地を耕作している場合は対象外です。
●助成金額等
 ・以下の10ａあたりの単価に、助成対象農地の合計面積を乗じて算出します。

 ・ほ場整備未整備地等、耕作条件不利地については、単価を 1.5 倍とします。

■問産業観光課農林振興係　☎（82）1016

るため、農地流動化助成金を交付します。　
　助成金の交付対象者には町から別途案内を送付します。

　農地の流動化による経営規模の拡大を促進するとともに、農地の荒廃を防止し、農業の中核的担い手を育成す

農業振興対策基金を 活用した事業を紹介

期　　間 農地中間管理権
（新　規）

農地中間管理権
（再 設 定）

3年以上6年未満

6年以上10年未満

10年以上

2,000円

5,000円

20,000円

1,000円

2,500円

10,000円

農地を借りて耕作されている人に、助成金を交付します農地を借りて耕作されている人に、助成金を交付します補助金を交付します
　先人たちが脈々と伝承してきた干柿の生産振興を図るため、町内で干柿を生産し、販売している農家等に対し
て補助を行います。
　令和８年中の販売額に応じて補助を行いますので、令和８年分の申告資料等を添付して、令和９年３月15日ま
でに提出してください。
●交付対象者等
•町内に住所を有する者で、第三者に干柿等を販売し
ている農業者（法人）および集落営農組織。法人お
よび集落営農組織は本店または主たる事務所を町内
に有する者。
•個人では、令和８年分の申告書の写し、所得税青色
申告決算書または白色申告収支内訳書の写しを提出
してください。法人の場合は、令和８年中の販売額
がわかる決算報告書等の農業収入が確認できるもの
を提出してください。

●補助金額
　町内で生産された干柿の販売額の1/10以内（干柿の
加工品を含む）

干柿を販売する農業者に、補助金を交付します

補助金を交付します
　町の特産品である小菊の生産振興を図り、次世代へ特産品の農産物を継承するため、町内で新たに小菊を栽培
する人へ補助を行います。
●交付対象者
　町内に住所を有する者で、矢掛町小菊生産組合に新
たに加入する新規栽培者かつ申請時以降も小菊栽培
を継続する意思を有している者
●補助金額
　町内で小菊栽培初年度に係る補助対象経費の1/2以内
　（対象経費：種苗購入費、農業資材購入費）

町内で新たに小菊を栽培される人に、補助金を交付します

●補助内容

鳥獣侵入防止柵の設置補助金を交付します
　イノシシ等による農作物の被害対策のため、鳥獣侵入防止柵（電気柵・ワイヤーメッシュ）の設置資材の補助
を行います。なお、今年度から電気柵の草刈作業の負担軽減のために併設する除草シート等への補助を開始しま
したので、あわせてご検討ください。

●補助要件
•矢掛町で農業生産を主たる業務として活動する団体
等で、原則矢掛町に住所を有すること。

•２戸以上の受益戸数がまとまって、一団の農地概ね
3,000 ㎡以上を囲うこと。

•囲う農地が現に耕作されていること。
•地元住民で柵の設置・管理を行い、周辺の草刈り等
の環境整備を合わせて行うこと。

•耐用年数期間内（電気柵：８年間、ワイヤーメッシ
ュ柵：14 年間）は集落で協力して設置・維持管理を
行う必要があります。この期間を経過するまで、柵
の廃棄や更新（地元負担）はできません。

●申請方法
　まずは設置予定の侵入防止柵等について、産業観光
課へご相談ください。内容を確認し、該当となる場
合は、交付申請書に必要事項を記入の上、提出して
ください。

農作物被害にお困りの人に、鳥獣侵入防止柵の設置補助金を交付します

事 業 種 目 補　助　率 備　　　　　　　考

侵入防止柵 資材費の 1/2 以内
（最大 20万円）

•侵入防止柵の導入は新設が対象です。過去に補助を受けた柵の更新
や修繕は対象外です。

除草シート等 資材費の 1/2 以内
（最大５万円）

•この補助金または過去の補助金で導入した耐用年数期間内（8 年）の
電気柵の草刈作業の負担軽減のための除草シート等に限ります。

•過去に補助事業等で導入した除草シート等の更新や修繕は対象外で
す。

新規

9 令和８年５月号

Health  Calendar　JuneHealth  Calendar　June

※事前に連絡をしてから受診してください。

  7日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科

14日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

21日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院

28日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

休日当番医
と　　き 病　　　院　　　名

6月の健康カレンダー

受付：午後０時3０分～１時15分
会場：矢掛町保健センター2日㈫

受付：午前９時３０分～午後０時３０分
会場：矢掛町保健センター18日㈭

時間・会場と　き 内　　 容
健康・子育て・こころ

1歳6か月児健康診査

栄養教室

休日当番医を
確認できます

※対象者には事前に案内を送付します。

受付：午前10時0０分～10時3０分
会場：矢掛町保健センター11日㈭ 育児相談
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まちのわだい

防火標語作品の最優秀賞が決定
　町消防団が企画し、町内小学校の 5 年生を対象に
募集した「防火標語作品」の最優秀賞に、川面小学校
の奥村來愛さんの作品が選ばれました。3月6日には、
表彰式が行われ、髙木団長から奥村さんに表彰状が手
渡されました。
　受賞者・作品は次のとおりです。
最優秀賞：奥村來愛さん（川面小）
　「消したかな？、思い出すより、見に行こう」
佳　　作：田中愛莉さん（矢掛小）
　「風吹く日、外でのたき火、気をつけて」

キッツエスジーエスと応急給水に関する協定を締結
　4 月 8 日、町はキッツエスジーエスと、災害時の応
急給水に関する協定を結びました。
　協定では、災害による断水発生時、町が保有する移
動可能な浄水装置「アクアレスキュー」を運用するた
め、同社から技術的・人的な支援を受けるほか、装置
が不足する場合には貸与を受けることとしています。
　締結式で同社の高橋社長は「今後は町の防災訓練に
も参加し、協力を深めていきたい」と話し、　山岡町
長は「プールや池の水を「安心・安全な生活用水」へ
と変えるこのシステムは、町民にとって、まさに「希
望の水」になる」と期待を寄せました。
　同社が協定を結ぶ自治体としては、矢掛町が中四国
地方初となります。

↑協定書を手にする（左から）三村社長と山岡町長

　3 月30日、町は「やかげ一譚」の指定管理者を務め
る穴吹エンタープライズと包括連携協定を結びました。
　協定では、観光、移住定住、文化振興など、まちづ
くりに関するさまざまな分野で連携・協力することと
しており、住民サービスの向上や町の活性化を目指し
ます。
　山岡町長は「この協定をきっかけに、町の発展に向
けて、ともにチャレンジしていきたい」と話しました。
　同社が協定を結ぶ自治体としては、矢掛町が全国初
となります。

穴吹エンタープライズと包括連携協定を締結

↑協定書を手にする（左から）高橋社長と山岡町長

　3 月 22 日、第 12 回矢掛町消防団消防操法大会が
開催されました。
　これは、迅速的確な消防技術の向上を図り、消防用
機械器具の取り扱いや操作の技術を競う大会です。
　今大会は小型ポンプ操法の部に、美川、三谷、山田、
中川の４分団が出場し、美川分団が見事に優勝しまし
た。
　なお、この結果を踏まえ、美川分団は 7 月５日に岡
山県消防学校で開催される「第 72 回岡山県消防操法
大会」へ矢掛町代表として出場します。

↑（写真中央）賞状を手にする奥村さん

消防操法大会、日々の訓練の成果を披露

↑技術を競う消防団員

優勝した美川分団→
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イタリア
野菜活用レシピイタリア
野菜活用レシピイタリア
野菜活用レシピ

魅力た
っぷり！

旬のイタリア野菜を活かしたレシピ
を毎月紹

介しま
す。

魅力た
っぷり！

旬のイタリア野菜を活かしたレシピ
を毎月紹

介しま
す。

　矢掛町産イタリア野菜は、
矢掛宿場の青空市きらりで購入することが出来ます。

監修：イタリア家庭料理研究家 山 中 律 子 ■問産業観光課農林振興係　☎（82）1016

花ズッキーニ� ………………… 6本
モッツァレッラチーズ�…50g前後
アンチョビ
� ……2〜3枚（オイル漬けのもの）
揚げ油（サラダオイルなど）…適量

小麦粉 ……………… 60g
ベーキングパウダー�… 2g
炭酸水またはビール（冷や
しておく）………�80〜90g
オリーブオイル�…７〜８g
塩………………………２g

今月は、ズッキーニの中でも花の時期だけ味わえるフリットのレシピを紹介します。

①�花をそっと開き、花びらを破らないよう注
意しながら、中の雌しべ、雄しべを取り除
く。
②�ぬらしたキッチンペーパーで表面の汚れを
拭き取る。
③�衣を作る。ふるいにかけた小麦粉、ベーキングパウダーの中に、炭酸水を
入れ手早く混ぜたあと、オリーブオイル、塩を加えて混ぜる。
④�花の中に、サイコロ大に切ったモッツァレッラチーズを３個ほど（花の大
きさによる）、小指の爪大くらいに切ったアンチョビ数切れを入れ、花び
らの先をねじるようにして閉じる。花にチーズやアンチョビを詰めてから
放置するとチーズから水気が出てしまうので、揚げる直前に詰めるほうが
よい。
⑤�鍋に油を熱し、④の花ズッキーニを③の衣にくぐらせて揚げる。この時、中
でチーズが溶け出さないよう、花の先をねじりながら衣をぐぐらせるとよ
い。

Fiori di zucca fritti　花ズッキーニのフリット

⎧
⎪
⎨
⎪
⎩

衣

全国大会出場生徒を激励

ご寄付をいただきました

第34回ヤングリーグ春季
大会（3/28 ～ 3/30  岡山
県）に出場。
ヤングMAKIBIクラブ所属
小北中学校2年生
齋
さいとう

藤皆
みな

仁
と

さん（小田）

4月13日、トマト銀行から
夜光タスキ50本が町に寄
贈されました。
交通安全啓発の出前講座な
どで高齢者に配布される予
定です。

第64回筆塚祭を開催、古くなった筆を供養
　4 月18日、吉備真備公園入口の筆塚で筆塚祭が行
われました。
　筆塚は矢掛町名誉町民の書家・田中塊堂氏が書作活
動を行う中で古くなった筆を供養するために昭和38
年に建立されたものです。
　この日、塊堂氏が設立した千草会の書家たちが出席。
町内学校や書道団体から集められた約 80 本の筆を小
田小学校の児童４人が代表して納筆。参列者は献花を
行い、書芸術の普及と更なる発展を祈りました。

↑田中塊堂氏の功績をしのび、
書芸術の発展を願う参加者たち



うスポーツ活動を通じて、人づくり、健康づくり、地域づくりの輪を広げます。

2 確かな学力の定着・切れ目のない支援の充実
◦�「学びを委ねる授業」に向けて、１人１台端末の積極的な活用を進
め、児童生徒が学びに向かう力を育成します。
◦�子どもたち一人一人の教育ニーズに応じた切れ目のない支援を行
うことにより、特別支援教育の充実に努めます。

3 不登校やいじめの未然防止・児童生徒の居場所づくり
◦�長期欠席・不登校の未然防止に向けて、自立応援室指導員・登校
支援員を中心とし、外部人材や関係機関と連携しながら、組織的
な体制づくりや保こ小中連携の強化に努めます。
◦�いじめの未然防止に向けて、１人１台端末を活用した心の健康観
察や教育相談を充実させ、早期発見に努めます。

4 暮らしを豊かにする学びやデジタル教育の推進
◦�人々の生活に役立つ学びを推進することで暮らしを豊かにすると
ともに、デジタルデバイド（デジタル格差解消）事業に取り組み
ます。

5 グローバル社会における国際交流活動
◦�グローバル化する社会において、英語を楽しみながら学び、異文化理解を深める人材を育成します。

基本方針Ⅲ 学びを通じたウェルビーイングの向上
多様で豊かな学びを通じて、学びを活かし支えあい、幸福感や生きがいを醸成

1 地区公民館や各種団体を核としたつながりづくり
◦�地区公民館、地域学校協働活動推進員、各種ボランティア、スポ
ーツ団体、文化芸術団体等を核とした交流やつながりづくりの推
進および奨励を行います。

2 文化財の保護と活用
◦�先人の知恵や技、自然の造形美、希少な動植物などについて正し
く学び、町民の文化的向上に資するため、文化財の適切な保護保
存を図ります。
◦�文化財の活用を推進し、ふるさとへの理解を深めることで郷土愛
の醸成に努めます。

3 文化芸術の振興と支援（文化施設の活用）
◦�文化センター・美術館・図書館において、文化芸術・読書活動に
親しむ機会を提供し、関心を高めることで積極的な参加を促進す
るとともに、町内外への情報発信に努めます。
◦�文化協会、音楽協会をはじめ地域において活動する個人・団体等
と連携し、その活動を支援することで町民の自主的な文化芸術活
動を奨励、促進します。

4 スポーツ活動の推進
◦�個々の体力や年齢・技術・興味・目的に応じて、いつでも・どこ
でも・生涯にわたり、スポーツを身近に感じることができるよう、
町民のライフステージに応じたスポーツ活動を実現します。

　　　令和８年度　教育行政施策

↑本陣マラソン大会

↑文化財説明会

↑イングリッシュ・デイ

↑地域合同防災訓練（中川地区）

↑１人１台端末の活用

ふるさとやかげを 愛し しなやかで たくましい人づくり
■問教育課　☎（82）1080
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令和8年度に計画的に取り組む教育施策

基本方針Ⅰ ふるさとやかげを愛する人づくり
自分や人・地域のつながりを大切にし、郷土を愛する教育の推進

1 学校・家庭・地域の協働推進および地域教育力の向上
◦�身近な人・地域・歴史を知る学びを地域と連携して取り組むことで、
やかげを愛し、郷土に誇りをもつ人材を育成します。
◦�地域の人や児童・生徒の意見を取り入れながら、学校の目標やカリキ
ュラムを作成し地域とともにある学校運営を行います。
◦�中学校部活動の地域展開を推進するために、矢掛高校・やかげスポー
ツクラブと連携し、各種目のクラブ化を推進します。
◦�学校・家庭・地域が連携し、安全で安心して学べる環境づくりに取り
組みます。

2 矢掛町の保こ小中高（保育園こども園小中高等学校）の連携
◦�町内の教育機関が連携し、生活・学習規律等についても一貫した指導
を行います。
◦�小・中学校へのスムーズな入学にむけて、学校園や学校間の連携を大
切にし、交流活動 ･合同授業・小中教員合同研修等を行います。また、
小学校の適正規模について検討します。
◦�業務量管理・健康確保措置実施計画に基づき、教職員の業務の見直し
を行い、教職員の負担軽減とやりがい醸成に取り組みます。
◦�矢掛高校生が地域で活躍することが矢掛町全体の活力につながります。矢掛高校魅力化アップのため、ニー
ズに応じたさまざまな支援を行います。

3 夢や目標を育む教育の推進
◦�子どもたちが、地域課題やまちづくりについて考えたり、提案したりする機会を設けます。
◦�多様な人々との出会いや交流を通して、子どもたちが自身の将来に夢を膨らませたり、自分の未来に期待を
抱いたりできるよう取り組みます。

4 家庭教育・人権教育の充実
◦�子どもを健やかに育てていくために、親が互いに子育てについて学び、
親として育ち合う交流や講座を開催することにより、子育て・家庭の
教育力向上を図ります。
◦�一人一人が知識の習得にとどまらず、日常生活で活かせる「人権感覚」
を身につけることができるよう、具体的な人権課題に即した内容で、
学校・地域・企業等で計画的な啓発や研修を実施します。

基本方針Ⅱ 変化の激しい社会を切り拓く力の育成
主体性や自己肯定感を育み、持続可能な社会の担い手を育成

1 豊かな心・健やかな体の育成
◦�論語教育や夢育等を進めることにより、就学前から主体性や豊か
な心の育成に努めます。
◦�小・中学校において、家庭科や給食時に、栄養教諭等による食生活・
食事が果たす役割についての指導を行います。
◦�「スポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、スポーツを支える」とい

　　　令和８年度　教育行政施策

↑矢中矢高合同部活動

↑アブレイズバレーボール教室

↑合同授業（論語）

↑親育ち応援プログラム

ふるさとやかげを 愛し しなやかで たくましい人づくり
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読者のひろ
ばみんな集

まれ！

1週間の貸出です。
DVDは1人1点

図書館だより

美術館だより

■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630　　

■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

おすすめの 1冊 郷土にゆかりのある本

 

NEWNEW 新しい DVD が入りました
DVD

＊鑑賞無料町民ギャラリー

　若葉が初夏の日差しに輝く季節となりました。
　４月21日から５月17日までの子ども読書週間では、子どもたちは家族と一緒に図書館に来て本を読んだり、イベン
トに参加したりと楽しいひと時を過ごしていました。
　さて、図書館には３つの役割があります。①知的遺産を保存し、活用する　②住民の読書施設として　③地域の情
報の拠点としてです。さまざまな場面で、利用者の皆さんのお役に立てるようにしていきたいと思っています。

おはなしらんど
◆と　き　５月23日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本

の読み聞かせやエプロンシアターなど
楽しいおはなしがいっぱい。

＊詳しい内容はHPやチラシ等でご確認ください。

えいごであそぼう
◆と　き　６月13日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
＊詳しい内容はHPやチラシ等でご確認ください。

「聞き書き集やかげ」の第12号です。
ぜひ、ご覧ください。

「聞き書き集やかげ第12号」
やかげ聞き書き人の会／発行・編集

冒険家、経営者、社会活動家として
の顔を持つモンベル創業者が自身の
アクティブな半生をつづる。

「経 営 と 冒 険」
辰野　勇／著　日経BP日本経済新聞出版

◆どんぐり写真クラブ展　　　　　　６月2日（火）〜７日（日）午後4時

図書館のイベント

６月の図書館カレンダー

は休館日5月の休館日
11日（月）・18日（月）・25日（月）

は休館日

15
8

日
　

火水木金土月

27

1 3 4 5 6
9 11 12
16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26
28 29 30

　

7
14

13
2
10

常設展示室休室のお知らせ
空調等改修工事のため、工事完了（6月下旬ごろ）まで休室します。常設展示室以外の施設は、
通常どおり利用できます。

常設展示室

邦　画 35年目のラブレター　　　　 出演：笑福亭鶴瓶、原田知世ほか

アニメ
君たちはどう生きるか　　　　監督：宮崎　駿
メアリと魔女の花　　　　　　声の出演：杉咲　花、神木隆之介ほか
ふしぎ駄菓子屋銭天堂　３巻　原作：廣嶋玲子

14令和８年５月号



Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

Ａ
ｒ
ｔ

Ａ
ｒ
ｔ

読者のひろ
ばみんな集

まれ！

1週間の貸出です。
DVDは1人1点

図書館だより

美術館だより

■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630　　

■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

おすすめの 1冊 郷土にゆかりのある本

 

NEWNEW 新しい DVD が入りました
DVD

★�対 象 者★　�町内在住で令和７年 6月生まれの
お子さん

★応募期限★　令和８年 5月20日（水）必着
★応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③

性別④生年月日⑤電話番号⑥20字
程度のメッセージを添えてご応募
ください。

★�応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報・町活性化推進室
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010

満1歳のお祝いに写真
を掲載しませんか？

四
月

作
品

文
化
協
会

川
　
　柳�

紫

　し
め
の
選

四
月

作
品

文
化
協
会

俳
　
　句�

岩
崎
多
佳
男
選

菜
の
花
も
添
へ
て
一
人
の
詣
で
道

 

江
　尻
　容
　子

夫
植
え
し
桜
に
凭
れ
目
を
閉
じ
る

 

江
　尻
　千
　歳

鋤
き
終
へ
し
畑
に
落
花
の
ひ
と
し
き
り

 

岡
　田
　康
　子

目
の
手
術
終
へ
て
前
山
春
の
色

 

柏
　原
　茂
　子

一
雨
に
ふ
く
ら
ん
で
来
し
朝
桜

 

江
　木
　公
　子

残
照
に
心
寄
せ
あ
ふ
黄
水
仙

 

岩
　崎
　多
佳
男

一
斉
に
芽
吹
く
豊
か
な
里
の
山

 

田
　中
　
　
　恵

虫
喰
い
も
晩
生
も
咲
い
て
み
ん
な
春

 

池
　田
　た
か
子

花
芽
つ
み
味
噌
汁
ち
ょ
っ
と
色
ど
り
を

 

江
　木
　基
　夫

夏
野
菜
食
べ
る
望
み
の
芽
が
伸
び
る

 

池
　田
　信
　夫

雨
上
が
り
雑
草
元
気
に
顔
を
出
す

 

鈴
　木
　な
　つ

し
ぶ
と
さ
と
路
傍
の
草
に
春
感
じ

 

溝
　口
　豊
　和

神
木
も
枯
れ
て
し
ま
え
ば
邪
魔
に
な
る

 

渡
　辺
　和
　彦

修
理
し
て
新
品
よ
り
も
高
く
つ
き

 

山
　元
　と
も
え

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
断
捨
離
す
る
か
極
め
る
か

 

森
　本
　か
の
こ

言
い
訳
を
つ
け
て
自
分
を
許
す
癖

 

椎
　葉
　つ
と
む

予
備
軍
と
思
う
て
な
る
か
ま
た
訃
報

 

江
　尻
　容
　子

が
ん
ば
ら
ず
楽
し
く
暮
す
ケ
セ
ラ
セ
ラ

 
渡

　辺
　ヒ
ロ
コ

旅
立
ち
の
季
節
諭
吉
も
栄
一
も

 

選
　
　者
　
　吟

HAPPY
 
 BIR
THDAY

さい

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■
■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
〔第83回　コシダ〕
　コシダは日当たりが良くやや乾燥した環境で生育するシ
ダ植物で、町内では花崗岩質の山の斜面をかなりの面積で
おおっていることがあります。
　マツタケがたくさん採れていた1960年代ごろまでは、
収穫したマツタケをかご（ふご）に入れる際に緩衝材とし
てコシダを敷いて傷まないようにしていました。

〔文・写真　矢掛 SATOYAMA 未来計画〕

斜面をおおうコシダ 葉の軸はふたまたに分岐していく

70㎝
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information
おしらせ

各課直通電話

総　数　12,753 人（－30） 
　男　     6,177 人（－17） 
　女　     6,576 人（－13）
世帯数　  5,508世帯（＋13）

令和８年４月20日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課　☎（８２）１０１０
企　画　課　☎（８２）１０５７
財　政　課　☎（８２）１０５５
町　民　課　☎（８２）１０１１
税　務　課　☎（８２）１０３０
出　納　室　☎（８２）１０１２
健康推進課　☎（８２）１０１３
こどもみらい課　☎（８２）１０６０
福祉介護課　☎（８２）１０２６
産業観光課　☎（８２）１０１６
建　設　課　☎（８２）１０１４
上下水道課　☎（８２）０１７３
議会事務局　☎（８２）１１１９
教育委員会
教　育　課　☎（８２）１０８０

有料広告 有料広告

JR 新倉敷駅南徒歩 17 分

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　岡山県倉敷市玉島1719　☎086-525-5001

https://www.sinkura-hsp.com

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

高
梁
川
流
域
市
町
を
巡
る

健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◦
と
　き
　
６
月
６
日
㈯
　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時

◦
コ
ー
ス
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
→
矢
掛
町
総
合
運
動
公
園
→
道

の
駅
「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」→
旧
矢

掛
本
陣
石
井
家
住
宅
・
旧
矢
掛
脇
本

陣
高
草
家
住
宅
【
自
由
散
策
】
な
ど

約
６
・
５
㎞

◦
集
合
場
所
　
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
講
　師
　
川
崎
医
療
福
祉
大
学
医

療
技
術
学
部
健
康
体
育
学
科

　
教
授
　
脇
本
敏
裕
氏

　
助
教
　
前
岡
優
里
氏

◦
対

　象
　
高
梁
川
流
域
圏
（
新
見

市
、
高
梁
市
、
総
社
市
、
早
島
町
、

倉
敷
市
、
矢
掛
町
、
井
原
市
、
浅
口

市
、
里
庄
町
、
笠
岡
市
）
に
在
住
で
、

健
康
づ
く
り
や
運
動
に
関
心
の
あ
る

人◦
募
集
人
数
　
１
０
０
人

◦
参
加
料
　
１
，
０
０
０
円（
軽
食
・

旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
入
館
料
含

む
）【
当
日
集
金
】

◦
申
込
期
間
　
４
月
22
日
㈬
～
５
月

22
日
㈮

◦
申
込
方
法
　

①
倉
敷
ス
ポ
ー
ツ
ナ
ビ
（
二
次
元
コ

ー
ド
）
か
ら
申
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

②
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
へ
郵
送

③
倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
ま
た

は
倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
倉
敷

市
西
中
新
田
６
４
０
番
地
）
で
専
用

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

■問
公
益
財
団
法
人
倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
会
（
〒
７
１
０-

０
８
３
５

倉
敷
市
四
十
瀬
４
番
地
）

☎
０
８
６（
４
３
４
）３
４
１
０

夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル

監
視
等
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

◦
勤
務
内
容
　
プ
ー
ル
監
視
、
受
付

事
務
、
施
設
管
理
補
助
ほ
か

◦
任
用
期
間
　
７
月
18
日
㈯
～
８
月

31
日
㈪

◦
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

◦
募
集
人
数
　
数
名
（
高
校
生
ま
た

は
大
学
生
）

◦
賃
　金
　
１
，
１
４
７
円
／
時
間

◦
募
集
期
限
　
６
月
12
日
㈮
　
午
後

５
時
ま
で

◦
面
　接
　
６
月
18
日
㈭
　
午
後
３

時
か
ら

◦
そ
の
他

◦
18
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
の
承
認

が
必
要
で
す
。

※
高
校
生
は
学
校
の
承
諾
が
必
要
で

す
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０

令
和
８
年
度

夏
休
み
水
泳
教
室
生
募
集

◦
対
　象
　
水
泳
・
ア
ク
ア
ヨ
ガ
を

習
い
た
い
人

◦
募
集
教
室
　
子
ど
も
（
小
学
生
・

幼
児
）、４
泳
法
（
概
ね
４
級
以
上
）、

成
人
（
男
・
女
）、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

◦
募
集
期
間
　
５
月
29
日
㈮
～
６
月

21
日
㈰

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

※
町
外
者
は
、
募
集
期
間
、
受
講
料

が
町
内
者
と
異
な
り
ま
す
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集
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information
おしらせ

各課直通電話

総　数　12,753 人（－30） 
　男　     6,177 人（－17） 
　女　     6,576 人（－13）
世帯数　  5,508世帯（＋13）

令和８年４月20日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課　☎（８２）１０１０
企　画　課　☎（８２）１０５７
財　政　課　☎（８２）１０５５
町　民　課　☎（８２）１０１１
税　務　課　☎（８２）１０３０
出　納　室　☎（８２）１０１２
健康推進課　☎（８２）１０１３
こどもみらい課　☎（８２）１０６０
福祉介護課　☎（８２）１０２６
産業観光課　☎（８２）１０１６
建　設　課　☎（８２）１０１４
上下水道課　☎（８２）０１７３
議会事務局　☎（８２）１１１９
教育委員会
教　育　課　☎（８２）１０８０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
５
月
22
日
㈮
、
６
月
12

日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
６
月
17
日
㈬
　
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
６
月
10
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
６
月
12
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
　
会
議
室

◦
内
　容
　
日
常
生
活
・
家
庭
・
近

所
の
悩
み
ご
と
、
悪
徳
商
法
、
多
重

債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

◦
と
　き
　
５
月
29
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
　
会
議
室

◦
内

　容
　
毎
年
６
月
１
日
は
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。
人
権
の

問
題
で
お
悩
み
の
人
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
６
月
３
日
㈬
・
10
日
㈬
・

17
日
㈬
・
24
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」皆
さ
ん
の「
働
き
出
す
力
」

を
多
様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま

す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
と

　き
　
６
月
10
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約
（
く
ら
し
き

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
６（
４
８
６
）５
１
６
２
）

■問
こ
ど
も
み
ら
い
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
６
０
　
有
線
０
５
３
２

地
域
猫
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
開
設

◦
と
　き
　
６
月
６
日
㈯
、
20
日
㈯

午
前
９
時
～
11
時

※
毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日
に
開
設
。

◦
と
こ
ろ
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
２
階
　
談
話
室

◦
対
応
者
　
ペ
ッ
ト
ラ
イ
フ
や
か
げ

■問
町
民
課
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

☎（
82
）１
０
１
１

６
月
１
日
～
６
月
７
日
は

「

水

道

週

間

」

　
６
月
１
日
か
ら
１
週
間
「
た
い
せ

つ
な
　
水
道
守
ろ
う
　
未
来
へ
と
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
68
回
水
道
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
水
道
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■問
上
下
水
道
課
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３

町
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
新
規
指
定
の
受
付

　
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
新
規
指
定
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

申
請
者
条
件
お
よ
び
申
請
書
類
の
入

手
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
受
付
期
間
　
６
月
１
日
㈪
～

６
月
30
日
㈫
　
※
土
日
を
除
く
。

■問
上
下
水
道
課
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
と
い
え
ば
、
夏
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
は
、
５
月
下
旬
か
ら
増
え
始
め
ま

す
。
昨
年
度
は
、
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
者
数
が
統
計
史
上
、
過
去
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
、
子
ど
も
、
持
病
や
障
が

い
の
あ
る
人
、
肥
満
の
人
は
熱
中
症

弱
者
と
い
っ
て
、
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
人
た
ち
で
す
。
身
近
な
人
は
エ

ア
コ
ン
の
使
用
や
こ
ま
め
な
水
分
・

塩
分
補
給
等
を
行
う
よ
う
声
か
け
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
暑
く
な
る
見
込
み
で
す
。

予
防
行
動
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◦
熱
中
症
の
予
防
行
動

相

　
　談

お
知
ら
せ
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◦
血
圧
を
知
り
ま
し
ょ
う

◦
健
診
で
血
圧
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◦�

家
庭
で
も
定
期
的
に
測
り
ま
し
ょ

う
◦�「
少
し
高
い
」
と
言
わ
れ
た
人
は

放
置
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

◦
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
　

◦
減
塩（
１
日
６ｇ
未
満
を
目
標
に
）

◦�

適
度
な
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
）

◦
禁
煙
・
飲
酒

■問
健
康
推
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
82
）１
０
１
３

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族

に
対
す
る
補
償
金
の
支
給

　
こ
の
補
償
金
は
、
国
が
誤
っ
た
政

策
に
よ
り
、
元
患
者
の
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
多
大
な
苦
痛
と
苦
難
を
強
い

て
き
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
し
、

そ
の
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
請
求
に
関
す
る
情
報

が
、
請
求
者
お
よ
び
そ
の
指
定
す
る

者
以
外
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
、
令
和
11
年
11
月
21

日
ま
で
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

　
電
話
番
号
　
03（
３
５
９
５
）２
２

６
２

　
受
付
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
4

時
（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

◦
対
象
者

　ア
配
偶
者
（
事
実
婚
も

含
む
）、
イ
親
、
子
、
ウ
親
・
子
の

配
偶
者
お
よ
び
配
偶
者
の
親
・
子
等
、

エ
兄
弟
姉
妹
、
オ
祖
父
母
、
孫
、
カ

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
の
配
偶
者

お
よ
び
配
偶
者
の
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
・
孫
等
、
キ
曾
祖
父
母
、
ひ
孫
、

お
じ
、
お
ば
、
お
い
、
め
い

※
同
居
な
ど
一
定
の
要
件
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
償
金
額
　
ア
～
ウ
は
１
８
０
万

円
、
エ
～
キ
は
１
３
０
万
円

■問
健
康
推
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
82
）１
０
１
３

厚
生
労
働
省
主
催
「
令
和
８

年
度
慰
霊
巡
拝
」
の
実
施

◦
参
加
で
き
る
遺
族
の
範
囲

　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
（
再
婚
し

た
者
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
、

姉
妹
、
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）

の
配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者

の
甥
・
姪
）。

※
政
府
の
実
施
し
た
当
該
戦
域
に
お

け
る
戦
没
者
遺
骨
収
集
お
よ
び
慰
霊

巡
拝
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
者
お

よ
び
当
該
戦
域
を
一
度
も
訪
問
し
た

こ
と
の
な
い
者
を
優
先
す
る
。

◦
参
加
条
件

　
健
康
状
態
が
良
好
な
者
で
、
航
空

機
等
に
よ
る
長
途
の
旅
行
お
よ
び
気

候
風
土
の
異
な
る
地
域
に
お
け
る
旅

行
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
（
医

師
の
証
明
書
が
必
要
）。

◦
参
加
費
用

　「
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
旅
費

（
外
国
お
よ
び
国
内
旅
費
）の
合
計
額

の
３
分
の
１
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
ま

す
。（
同
行
す
る
介
助
者
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

◦
派
遣
地
域·

時
期

　
詳
細
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
２
６

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理
等

　
私
た
ち
の
生
命
・
財
産
を
住
宅
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
火
災
の
発
生
を

い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な

ど
で
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
設
置
か
ら
10

年
を
目
安
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
て
い
た
こ
と
で
、
火
事
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
、
火
事

が
大
き
く
な
る
前
に
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
た
な
ど
、
多
く
の
事
例
が
報

◦
無
理
な
節
電
を
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン

を
適
切
に
使
用
す
る
。
ま
た
、
カ
ー

テ
ン
や
す
だ
れ
を
利
用
し
て
、
日
差

し
を
さ
え
ぎ
る
。

◦
扇
風
機
や
送
風
機
を
活
用
し
、
室

内
の
空
気
を
動
か
す
。

◦
涼
し
い
服
装
で
過
ご
す
。

◦
普
段
以
上
に
こ
ま
め
に
水
分
・
塩

分
を
補
給
す
る
。

◦
気
温
が
高
い
時
は
外
出
を
避
け
る
。

■問
健
康
推
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
82
）１
０
１
３

５
月
17
日
は

「
世
界
高
血
圧
デ
ー
」で
す

　
高
血
圧
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
ま
ま
進
行
し
、
脳
卒
中
や
心

疾
患
、
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な
病
気

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　「
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と

思
わ
ず
、
日
頃
か
ら
血
圧
を
意
識
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◦
高
血
圧
と
は

　
血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
血

管
に
負
担
が
か
か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
を
引
き
起
こ
し
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

と
い
っ
た
病
気
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
※�コンビニ納付・スマホ納付もできます。ご利用ください。

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（3月申請分）６月5日㈮

健康推進課
健康庶務係
☎（82）1013高額療養費（4月申請分） ５月15日㈮

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（4月申請分）５月28日㈭

こどもみらい課
子育て支援係
☎（82）1060児童手当（4・5月分） ６月5日㈮

心身障害者医療費（4月申請分）５月28日㈭ 福祉介護課福祉推進係
☎（82）1026

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

軽自動車税（全期）
固定資産税（１期） 6月１日㈪ 6月１日㈪

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 5月25日㈪ 6月１日㈪
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井原警察署　☎（62）9110※ガイダンスによるご案内です。

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
有
事
の
際
に
正
し
く
作
動
す
る
よ

う
、
適
正
な
場
所
に
設
置
し
て
、
定

期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
調
査
に
伺
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
販
売
や
斡
旋
を
行
う

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部

６
月
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

６
月
１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、

22
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
町
民
課
）

☎（
82
）１
０
１
１

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
4
月
19
日
時
点
／
敬
称
略
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
津
尾

忠
宏
（
東
三
成
）

▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
匿
名

希
望

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
石
井

辰
夫
（
本
堀
）、渡
邉
静
子
（
浅
海
）、

時
松
義
典
（
江
良
）、
匿
名
希
望

▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
下
中

禎
基
（
小
田
）

▼
矢
掛
町
へ
（
金
一
封
）
岡
山
県
建

設
業
協
会
矢
掛
支
部
、（
カ
ヤ
ッ
ク
、

サ
ッ
プ
）
矢
掛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
町
立
図
書
館
へ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
公
益

財
団
法
人
藤
井
財
団
（
大
阪
府
）

▼
矢
掛
中
学
校
へ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
公
益

財
団
法
人
藤
井
財
団
（
大
阪
府
）

　
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
や
か
げ
４
月
号
21
ペ
ー
ジ
の

「
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
を
激
励
」
の

記
事
で
入
隊
予
定
者
の
住
所
を
「
小

林
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
本
堀
」
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〈生活道路では制限速度に気をつけて〉
　令和８年９月１日に改正道路交通法施行令が施行され、生
活道路における自動車の法定速度が現行の時速60キロから時
速30キロに引き下げられます。
　なお、法定速度が時速60キロのままの道路については、
⃝�道路標識または道路標示による中央線または車両通行帯が
設けられている一般道路
⃝�道路の構造上または柵その他の工作物により自動車の通行
が往復の方向別に分離されている一般道路
⃝�高速自動車国道のうち、本線車道ならびにこれに接する加
速車線および減速車線以外のもの
⃝�自動車専用道路となり、更に道路標識ま
たは道路標示により最高速度が指定され
ている道路では、その速度が最高速度と
なります。
　�　速度を守って、安全運転を心掛けまし
ょう。

〈悪質商法にご用心！〉
　「必ず儲かる、すぐに元が取れる」などの文言で、言葉巧み
に現金をだまし取ろうとしたり、不安をあおってリフォーム
工事の契約を迫ったりする悪質業者が、今でもたくさん見受
けられます。被害にあわないためのポイントは、「悪質業者は
う・そ・つ・き！」
　う　うまい話は信用しない。
　　　�絶対儲かる話には大きな落とし穴があり

ます。
　そ　そうだんする。
　　　�ひとりで判断せず、家族などに相談をし

ましょう。
　つ　�つられて返事をしない、すぐに契約しな

い。
　　　言葉巧みにすぐに契約を迫ってきます。
　き　きっぱり、はっきり、断る。
　　　�曖昧な返事をせずにきっぱり、はっきり

と断りましょう。
　少しでも不安を感じた場合は、すぐに契約を
せず、親や身近な人、最寄りの警察署、交番・
駐在所または警察本部に必ず相談しましょう。

井原警察署

声
の
広
報
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げ
を

声
の
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さ
い

ご
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い
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や
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声
の
広
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を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
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用
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だ
さ
い

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
広

報
や
か
げ
」を
読
み
上
げ
る「
声

の
広
報
や
か
げ
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
音
訳
し
て
い
る
の
は

「
や
か
げ
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
皆
さ
ん
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
ど
な
た

で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
声
の
広
報
や
か
げ
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役
場

福
祉
介
護
課
や
町
立
図
書
館
で

は
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
福
祉
の
町
や

か
げ
」、「
議
会
だ
よ
り
」
の
Ｃ

Ｄ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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＝ 矢高生の成長は矢掛町の魅力化に繋がっています ＝

― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

ようこそ！矢掛高校へ
　４月8日（水）普通科44名、地域ビジネス科26名の生徒を迎え、令和
８年度がスタートしました。入学式では、新入生代表が、「伝統ある矢掛高
校でそれぞれの目標や夢をかなえるため、3年間努力し続けることを誓い
ます」と力強く宣誓しました。新しい制服に身を包み、輝きを放つ新入生
とのこれからの学校生活が楽しみです！

合格体験座談会
　３月26日（木）国公立大学に合格した3年生による合格体験座談会を行いま
した。学習の進め方や面接・小論文対策、日ごろからの積み重ねの大切さなど
の具体的な話に、生徒たちはメモを取りながら熱心に耳を傾けていました。新
学期からの取り組みに期待しています。

「やかげ学2.0」始動
　学校設定科目「やかげ学」が始まり15年。学びのフィールドを矢掛町の多くの施設に置き、多くの矢掛町
の人たちに協力をいただき、矢掛高校の生徒たちは大きく成長してきました。そして、時代の変化にも対応し、
今年度、生徒たちの成長が「矢掛町の魅力化」に大きく貢献できるよう更なる高みを求めて「やかげ学2.0」
を始動しました。新しい取り組みの一部をご紹介します。

○矢掛高校生の成長（メリット）
　・特定の分野における理解の深化
　・自分が希望すること実行する力
　・目的を達成するために協働する力
　・相手のメリットを想像する力
　・自他の目的を達成するための企画を提案する力

○町内各施設・団体等にとってのメリット
　・自分たちの困りどころに手が届く
　・矢掛町への貢献に繋がる
　　→地域のイベント、観光が盛り上がる
　・世代、文化を超えた交流に繋がる
　　→高校とだけでなく、その他の繋がりを増やせる

○町内各施設・団体等が取り組みたいこと
　【例】
　・矢掛町のPR、まちおこし
　　→町内イベントへの若者参加の促進
　・ビジネスカレッジ
　　→高校生と留学生との交流
　　　留学生が日本での生活に馴染むきっかけづくりなど

○矢掛高校生の取り組み
【例】
防災チーム：防災教育の推進、避難訓練等の補助など
観光チーム：町内イベントの企画・補助など
国際チーム：外国人観光客に向けた情報提供、町内在住

外国人との交流など

広報やかげ等、配送停止申請はコチラから-SDGsの観点から-

　令和5年度から広報紙の町内全世帯配布をはじめました。
　広報紙は、ホームページなどでも閲覧できます。SDGsの観点
から、紙媒体のお届けを停止し、WEB媒体での閲覧に
ご協力いただける人は、次のQRコードから配送停止
申請をお願いします。

総務防災課秘書広報・町活性化推進室　☎（82）1010　有線0522問
配送停止申請 →

町公式
LINE

町公式
ホームページ

町からの各種お知らせを配信中！
友だち登録をお願いします。
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